
平成28年5月20日（金）に関東地方整備局から

提示された概算額800億円の詳細内訳資料
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資料A
■｡

精査中
八ｼ場ダム建設事業総事業費内訳(案）

《全頚;百万円》

呪叶画順薬賓
（組み終え）

変諏蓉l刃鯖交中の事案費
（上限値）

平成26年直哉で 平成27年唾以降
項 畑ロ 工柏 掴別 、剛 外的蕊因 備發

増顛合計(上図価）
←上■▲■一一一一△

口今争『~｡■ ＝』一一.ﾏ．1．社会検現の

変化に係る茎
国

a地すべり等
安全対策に係

る要因

3.理地状況の
淀化に侭る憂

国

4．自然災害に
係る要因等

数並 単位 数量宝剛 単価

〔千円〉

金飢 数量 金隠単価

〔〒円）

数量 単位l金叡 心．1全戸エ卒

関湿阜個の認世
尊

5．Z澗叉洩軍
の穿事

建設受 78-8161 式 427.47 1 ﾕ62.399 式1 144．156 509貢騨 14.057 152 31-85フ 492810－111 Z2－641 26928

工事長 式 qﾊ ﾛ駒1 1 58.520 式［ qqツq、 157.810 59-455 コア鵠 21.7卯 1昌21 25.482 21．552 3．9301 9－308

寺

I罪員
■

式江 74‘8鋤1． 41.9慨 76.“1I 1 w側詞貝 43‘502 19407 耐ag4916 8308 T4:B伽 ロ 証DZ3

堤休工

醒湿王

＊体掘削

グラウト

堤体エ

閉窓エ

付属エ幕

＊体掘削

グラウト、

堤体工

闘窺工

付属エ部

式［ 31．．73 1 5.099 46P428 式1 52.529 2M邪 597 ﾛ.4池 12089 10‘276 1-81211 耐

鋤0 I‘250 390 礼フフR 1.250 随I 330 1－311 5Z 52、
０

聖 ロ 、 0 39 13、

現地地頁条件の麦更等による埴【本体掘削l署拍ける土寅区分の交更等）
現地地買条件の変更尋による地(木舞均迦実験lこよる減勢工の変更）
現地地風条件の変更零による過(骨材プﾗﾝﾄﾔｰド基礎地墜の土買改良〕
用地制約に伴う蓮澱ルート変更等による増〔＊体エ事における用地交渉に伴う蓮擬経路の変更〉

704-000 m3 1,.393 168.421 26 4－721 672647 20 83.511 B41.0棚 m3 18－231 フーg:1m 、 、 3.893 0 3.055 3.41E 539

E7.200 3△119 0 70.370 現地地鷺条件の変更樺による過【本体提剤における土質区分の変更簿(グラウテング)〉0 72 5.0魂 70-370 5.0罰 1－917 299 @ 1-81, 1.4帳 20ｺ、 0 0、

大規楓池■に対する耐奮健能窒委による変更
亭案我再隅曝撞闘との隣室による柄遼や矩エ附圏の見直しによる埴(景劃埴の保全）
劃地地質条件の変更写による増【譲蜂副琵翰(鯉水ケーキ)の処分）
裂飽地質粂件の交更亨による増(永理楓型冥験による減勢工の変更》

911．0“ m3 15.688 0 70 1.,9.814 25 25.400 1.m9-814 10-792m3 264EO 41国 C 4.297 0 6076 5.077 1岬

江1 764 1 50 1.0M 式 1，64 300 、 0 ﾛ 面 3，0 260 40

式 率菜宥野I闘畷捜間との澗墜による構壷や施工計画の見直しによる増(景圏地の保全）I5n 0 0 式& 406 I 406 25m 168 ５ 0 8B 70 1フ世
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純工事 式 38‘204 35.7訓 23‘248 式1 1 58.”9 ”､775 6.39b ０ 5｡746 4J79 968331 8.306

井桁ブロック 1.99, 10．519 1-990 5．286 10‘519 、 ロ 1．99， 10．519 0 ロ 0 ロ0 0 0 、』､ 、

重力式腕堅 現地地質桑件の変更等による増(代蚕地の共鯰辱鹸内容の具体化によ異童画）1.991 8.555 1-ng1 3．202 6.555 20, 10-255 2．091 2.191 侭侭nF 2.051 0 1.60フ 0 4441 350 83ロ｢両 、
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演路工 ﾖ.7461 m 8.050 5.906 1.119 7.728 2.8“ 完紙器舌必埣の奏重毒1二､;gろ鐘(露士村濁逮の計画委壷）ZO59 5.84フ 9．746 姉1 13.詞5 応梶調 MOI 1.54 247C E 4‐124 0

原石山巌土処理 69.400 現地地質幾件の壷更等による麹(本体圏R1lにおける土質区分の変更零）m2 ロロ』 0 0 103.146 20 2．071 1p3.146 2.071 1.177 ０ 0 6駒 0 518 436 83、2

鰐
本体沈砺

地珊対策
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式 2‘304 猶水に伴う地すぺり評の封緊費の蝋1 1 2各113 11-469 式 13.582 11.278蝉
、
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式 現地地質染件の変更等による増《管理股傭計画の鯛壷による壷璽］1 44フ 式 135』 51ID '6 １ 1－354 1 007 0 ロ 657 01 250 199
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愈気敗俄

捜陵固･放蚕鰯微睡費） 武 現地地質条件の変更幕による増《霊姓国ﾊﾅ画の繍壷による変更）545 蓑 139I ０ 、
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ダム用仮殴蜘 式 5.2Z9 式1 1 435 １ 6．196 1回1醜 2391 5-632 8-402 0 0 0 0 1．402

埋退文化財の試圃轄果を訟憲えた閥壷範囲の拡大に伴う墹
事案看導隅係樫閲との閥室による禍遼や施エ叶皿の見血しによる畑(付替鉄道）
現地地質鑑件の吏更等による畑(貯水池住樫唾囲の精壷）
現地池貝象件の交更零による増(地すべり対扇導に支障となる水没横梁の撤去）
今後の洪水や大曾対応等による砲

堅垂.q1,蜂ご賦与mlmJ;W

エ早閲加藤《斬段》

エ畢川退蹄【現頑匝9即エ畢川退蹄【現頑匝9即
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大規模地盆に対する言in垂員蚕によ象客車
埋蔵文化財の陵駕銚思寺銭まえた頑査範囲の位大に伴う財
事実者専凹優機関との瞬整による楓造や施工叶固の見直しによる蛍(畳襲地の保全》
潅水に伴う地すべり毒の対震寅の増‘ 、
溢水に伴う代樫'@地区の安全封策愛の増
用地劇的に伴う琿潴ルード輩更等にまる財(用地文妙跳航に伴う戯洪亀鯖図書作薩等）
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※裁量､金製零にラ砥では鯖登

※現酢画事業受(組み替え)は平威25年度畳終のコスト管理表で示した総事案妥の内服.(平成28年3月のコスト管理等に関する連絡協胸会で擾示）
※平成26年皮までと平成27年座以降の金額については､平成27年12月末誌点の金甑.<平成28年3月のコスト管理等に関寸る連絡皿置舎で提示〕



資料B

精査中事業費の主な増要因(案）

(単位;億円）

’
増籠！

(上限値)’
1

資料c
侭o，

増要因 比率

1祉会状溌の変化に係愚要悶 101 1 12.6%

1．1甜鹿化による変更

|LL]大鱗陵鐘震に対霜溌謝轆照査による変更1．1．1大競膜錘露に対亨る溌露生龍照査による変更

3 Cさ4黙 No.1

恥

⑫ 6.鏑

12関係擬関との溺整等による変更(埋蔵文北財対応など） 98 1 12鍵

12．1鯉藤野と爵の議嬬篝采を踏菫えた調遥範囲の拡大に伴う麺 67 1 8－4艶 剥奪.2

12．2窮業者響溺係機関との繊整による構造や施工計画の見瀧し臆よる増12．2窮業者響溺係機関との繊整による構造や施工計画の見瀧し臆よる増 3］ 3"g製
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l
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付替鉄道 趣
－
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岬

28鴬

r－

t､畷 ’紫勝地の繰全紫勝地の繰全紫勝地の繰全
■■■■■■■

Z・地すべり等安全対策に係る要因

2．1地すべり簿安全対策による変更

’2.1ゞ’湛水に伴う地すべり等の対雛費の増
|2, '2"<に伴冒代椿趣錘謹の安全対策饗の増

2.1地すべり等安全対策による変更

'2.1ゞ’湛水に伴う地すべり等の対雛費の増
|2, '2"<に伴冒代穏趣錘謹の安全対策饗の増

2.1..1湛水に伴う地ｳｰくり等の対雛費の増

2.1.2潅水に伴う代椿趣錘謹の安全対策饗の増

1銅 1 17．錨

1 17．錨141

一
睡
睡

96 1 12&1%

I " i 5.5%

226 I 斑鼠3％3．現地状況の変化に係る要因

3.1堆質条件の明確化等による変更 214 ； 2息溺

3.1.1現地地震粂件の蕊更籍髄よる蝋 2蕊 ： 26.7熟

車体掘溌における土愛塵分の変吏等 5.1鷲41 側｡､7

本体捌柵塁おける土鴬極分の蕊蕊等(ゲﾗｳﾁﾝグ） 3 1 C今嬢 間⑨.8

貯水池伐擬範囲の糖壷 49 5.(蕊 牌o,9

地すべり鐡策等に支障となる水没橋梁の撤去 11 1.鑑 NC二10

像秘ブラントヤード韮礎鼈盤の土質改良

水理摸窒実裟による減勢工の褒更

韓側剛歳鈴縦水ケーキ》の蝿分

町遊工事龍おける郵世猜査に伴う鋳造の変更

2 i 0.2% 付｡､11

18 2.蕊 Nc-12

16 1 2.畷 I N･鰯'3

8 1 1.鱗 No-14

l
l
l

』

10 1 1．3％管理識総計衝の糠査;こよる喪更 No-15

塵土材認達の計醐変更 ｌ
ｌ
ｒ

5=2塾 ６
７

１

１

・
α

側
淵

4】

代替地の蕊舞鞍礁内審の具体化鐘よる変更代替地の蕊舞鞍礁内審の具体化鐘よる変更 16 ； 2.鰯

3.2購地取得難航等によ患漢更 13 1息％

3.2.1用地溌蕊iこ鐸う運議ルート変蕊零fこよる鐙 13 1－銭

’
本鮮動二譲騨瀞け惑溺懲籠雛に緋う運搬綴蹄の変更

簸地交琴謹鹸に伴う窪決難詰醗謬綜成鐸

鰹
一
砿

： 1－識
岸一一一一一
i a"

侭鰹幡

闘嘩､19
－

4"自然災害に係る要悶等 13 ： 3．7％

’
4.1洪水や大君鐡応による変更

14，1ユ今後嘩騨くや大雷慧志等に塞増4‘1．1今後嘩鐸や大雪慧塞等による増

I3 1 1.7粥
＆

1.霊 ｜隠毎20

鱒.蝿’

露
一
一
鋸霜社会経済的要溺

5－1公共工事関連単衡の変化嬢 263 i 337%

'5,薊‘’公共工率潤遮獺震鋤蕊匙
'5.1塵一般管謹費等の華：こよる変墜

5,曲．1公共工熊潤漣瀧艤鋤蕊繼

5．1．2－殺管謹費等の蕊毒こよる変墜

"7 i "" 崎
一
》
一
“

１
１

心

ワ●
ｰ一 2合鍵

5.諺淵費税率の変更5.諺淵費税率の変更 I s･"49

合醗 8U0 1 100"%

※合計額については､四捨五入の関係で一致しな原ごEが記9まず5
※項目の金額については電請査中です。
※上表の増額は､今後のコスト縮減を見込んだ上での篭です。
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資料C

精査中

事業費の主な増要因(案）
掴
の



’ 精査中

事業費 主な増要因(案）案要 （の
ユ■ 一

弓■ー

~I

1．1耐濃化蕊よる変更(大規模地震に対す愚耐震性能照査による変更)…(約3億円）

■本体関連構造物(ゲート部等)の耐震性能照査を実施したと蓮ろ､門柱部の補強対策が必要となる可能性がある
ことが確認されました。このため､他ダムの事例をもとに､門柱部の鉄筋量の増加を想定し籍その必要額を計上
しました。

議語“

一電予詫莚
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Ｉ
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」
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(右岸）
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鱗薫
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写宣昌幽原ダム（
〃

ａ
４
１

Ｊ

ａ
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Ｉ

〃
参考《耐震性能無査フロー》

戸

’ ’
1

⑳想定地震の選定ｒ
ノ

文献費料等の襄査・想定地溌の選定

夢レベル2地震動の設定
ゴー

《ご芒竺，
・想定地震による地震動の推定
※レベル2地震動の推定方法は、「ダム距離減衰式｜
を用いる経験釣方法によることを基本
H20年麿←周23年瘻『ダム距離減衰式｜改憲

り

面a－a

■辱…一一 ■■巧ち車一再

’
１
１3ダム本体の謝雲性能の穎査

綴形動的解折や撞蕩逼潅等を考慮した地燃応答解析
を実施し、静水機能が維持されることの確認や修復
方法等を検討

乙斗あみ一己○伊禰ゅ佇吾号令昌吐舎今学二号鼻■｡■、血b

鉄 ｌ
Ｉ ’

1
1

秒関運構造物等の議蕊性能の照査

･放流設艤のケート等の関連構造物に捜鰯が生じた
としてもダムの静水機能が維持されることを確認

1

門柱錦のコンクリート1m智当たりの緯鹸筋蛍

を増やし霜酎垂蛙範を確保します。ケート門柊齢
(鹸筋量の変更）
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鶴
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詞

詞

鵠
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堤体上流繭図
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事業費 主 要

蕊鯛圏鉛

蕊

Im

1．堂関係機関との調整等による変更(埋蔵文化財対応など〉

（埋蔵文化財の試掘結果を踏まえた調査範囲の拡大に伴う増)""｡(約67億円）

遷第4回基本計画変更以降の調査の進展及び新たな試掘結果を踏まえ､調査面積等が増大することとなりました。

■また､複数の地層から遺跡や出土品が発掘され､調査費用が増額している事例を踏まえ､既存の調査実績単価と
調査残面積から今後必要となる埋蔵文化財調査費用を見直しました。

－一

断面図(三平I遺跡）※複数の地賎から遺跡が発掘されたため､調査愛用が増加した事例 (三平I遺跡）
h
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一
団事業賛 主 案要因の

1．2関係機関との調整等による変更(埋蔵文化財対応など）
（事業者等関係機関との調整による構造や施工計画の見直しによる増(付替鉄道))…(約22億円）

■ 旧鉄道施設が水没した際の影響調査を実施したところ､枕木が防腐処理されていることが判明したため､関係機
関と調整し､水質の保全に万全を期すため､枕木等を撤去をすることとしました。

■また､PCBを含む電気機器については､旧鉄道施設の一部として引き渡しを受けていることから､処分費用を計
上しました。

○ポリ塩化ビフェニル《PCB》が含まれる電気機器については､関係法令にもとづき､一時的に保管後､適正に処分することとしています。
松

〆〆〆争.鯵~･"て’
旧長野原変電所内のPCBを含有する電気機器111凸

ま
ず

溌
豪、一込

、
『

、

、
い

』

一
口』“

蝿

唾騨琿

蝉■一R昏館

野劉 ー

込竺悲瀕
h

垂垂

川原潮温泉駅
二室一一

＝

ず ｛ﾊ隙蕩
。

ノ‐

｛5,600m

○枕木等については､廃棄物処理法にもとづき､適正に処理します。 枕木。線路等の撤去イメージ 3
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’ 精査

事業費の主な増 案）要悪
＝

’

1．2関係機関との調整等による変更(埋蔵文化財対応など） ‐
（事業者等関係機関との調整による構造や施工計画の見直しによる増(景勝地の保全)） （約8億円）ぜ■唾

名勝吾妻峡の景観の保全について､文化庁長官の回答を踏まえ､学識経験者等から構成される委員会に諮り
検討を進めた結果､周辺景観とダム等の構造物との調和を図るために､ダム堤体等の構造を一部変更する必
要が生じました”

■

○周辺景観とダム等の構造物との調和を図るために変更した主な項目
(参考）景観性に関わる評価項目(調和を図るための観点）
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１
１
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１
１

ｉ
ｌ
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Ｉ

要素 ’ 樵溌塞慮の考え方鵠和の観点変更噸目 変更内容

無くすぐ毘えなくする）小さくする､揃える①ﾌーチング ．大きさを小さく､形状番同じ潟さに揃える

農観的なインパクト
を軽減

個々の蕊蕊に
藷わる事項

小さくする②ケート操作室《下流面） 小さくする
揃える

･幅､簡さを小さくする
｡ビアと擢陰形状を議える

朧かす
騨
斡 ぽかす③ゲート操作蜜〈上流鰯 ’形状{鷲丸み識●け駒《ぼかす）

揃える
関係性を整え､無秩
序な印象を与えない

ようにし､ダム蟻観
全体としての豊観的
影響を軽滅

．導流壁の幅をビアと幅を撤える 整える懇導流壁 要素同士の関

係に閥わる事
項

まとめる

１
１

揃える風塞獅露奮埋め潟し形状溌撚え愚縛堤体下部埋め戻し 整える

’
蕊える‘堤体上流面の法勾謡を揃える。

‘ゲート周りの法勾認をビアの外側まで選ばす(整える）
⑧ケート周りの法勾配 溶け込ませる

変更項目

4-8声■ 6ﾜも一

⑱ﾌーチング

動ケート操作室
(下流面〉

夢ケート操作室
(上流面）

醗躍諦睡

罰堤体下部
埋め戻し

eケート周りの
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事 な増要因(案）案要因

｜
’

1

2．1地すべり等安全対策による変更(湛水に伴う地すべり等の対策費の増)…(約96億円）

饗現計画では、平成21年に定められた新たな技術指針※に基づき､当時得られている情報等をもとに最大限の範
囲を想定し､地すべり等の対策費を事業費の外数として整理していました｡(従前から対策を予定していた3箇飯
は現計画に計上〉

■今般､専門家の意見を聴きながら地すべり等対策の必要な調査等を進めた結果､従前3箇所を含む6箇所鰯対
策が必要であることが判明したことから､必要な費用を事業費に計上しました。
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恩
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|地すべり対策（ｲﾒｰジ図)’
〆'全』ノ｜｜歩哩フー青ソハコジ久々漬 グ

地すべり土壌の末端部に盛土を行うこ
とにより‘龍すべり潮動力に抵読す患力
を増加させ､地すべりを防止

地すべり土塊の頭部の荷重を隙去す
ることにより地すべりの滑動力を低減さ
せ､地すべりを防止
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O新蕊指針磯の主な内騨
』.航空レーザー測量による地形判鱗の藷蕊向上
2高品質ポｰﾘﾝグによ認･くり面蕊定鰯糖度向上
3授蚤流解析によ蓬間隙氷唾の残識奉毎糖度向上

＆師

燕新たな指針I『貯水漣周辺の地すべり穂麦と対策に閥する技錆措針〈察>伺鱗鋭｣平成21年7月国土交通省河川局治水課 押さえ盛土工《イメー拶図〉排土工(イメージ図）
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一

事 費 増要因(案要因業 の主な主 ）

2.1地すべり等安全対策による変更(湛水に伴う代替地地区の安全対策費の増)…(約44億円）

■現計画では､平成18年に改正された宅地造成等規制法に定められた基準に従い、当時得られている情報等をも
とに 大限の範囲(5箇所)を想定し､代替地地区の安全対策費を事業費の外数として整理していました。

■今般､専門家の意見を聴きながら安全対策の必要な調査等を進めた結果､5箇所の安全対策が必要であること
が判明したことから､必要な費用を事業費に計上しました。

トー‐一安全対策（イメージ図）
白砂川

塾-=＝ ○代替地地区の安全対策一覧 智

杭を不動地錐まで貫入し､地すべり土塊
の滑勤力を杭で抑制し､地すべりを防止

“
血

杭工(イメージ図）

畿内にアンカーを定蒲させ､地すべり瀞
動力をアンカーの引張力で抑え､地すべ
りを防止
一

アンカーエ(イメージ図）

6

箱査中

Nob6

“

杭工

二二

アンカーエ



事 費業 の主なの 増要因(案）案 ［二画亙．

8.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(本体掘削における土質区分の変更等>)…(約41億円）

■ダム本体の基礎掘肖11の進捗により､掘肖ﾘ面の詳細な地質情報が明らかとなり、当初想定より硬い岩石の割合が
多いことや､除去が必要な弱層部が想定より深かったことなどから､これらにかかる掘肖1費用等が増額となりま
した。

【断面図】 弱層部の追加掘削(左岸） (右岸）

例【A断面】

(ダム軸）
■

I

ll範囲

当初

追加

“
鋤

:垂、
〃1Lノ(上

Y I

※A断面を、右岸から左岸方向にみた図

※EL580mの断面を､真上から真下方向にみた図

冑い厩の枠獅が澄石の分布範囲

O実鶴の撰溌
券い範麗が臺石の分布範盟

量産

｜ 弱層部の分布状況岩石の分布状況
詞

精査中
司
会

」今

’

凡例岩石範囲

『一司：当初

に二コ§変更
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事業費 主 案因（ ’

3．1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(本体掘削における土質区分の変更等(グラウチング)))…(約3億円）

■ダム本体の基礎掘肖ﾘの進捗により､詳細な掘肖l1面の地質情報が明らかとなり､弱部補強及び遮水性の改良の
ためのコンソリデーショングラウチングを施工する範囲の見直しを行いました。

○コンソリデーショングラウチング範囲(弱部補強）

一
一

(左岸）“
『

一一一一一一一一一

i l※真上から真下方向を見た図面

【平面図】 凡例コンソリデーション

グラウチング範囲(弱部補強）

『ー可:当初
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｜糖査中 l

rm5刃司事業費の主な増 案要因(案）

－一一一一

‐1
3．1地質条件の明確化等による変更

（現地地質条件の変更等による増(貯水池伐採範囲の精査))…(約48億円）

■貯水池内の樹木伐採については､ダム管理上の観点から必要 低限の範囲とする計画としていましたが､悪臭

などの代替地周辺の環境及び船舶の通行等に影響があることが判明したため､伐採範囲の見直しを行いました｡I
○樹木の伐採範囲について
■■■|伐採面轆’ 伐採対象範囲

O樹木を存置した堪合の謀題

｜－伐採対象のｲﾒｰヅ ’ 他ダムの存渥した場合の状況

，枯死木は周辺道路から一部見える。
･出水後､水位が下がるとゴミや腐敗
木によって悪臭を発する。

卿残置樹木が支障となって流木処理
が行えない。

･管理上の問題として､船舶の通行
に支障が生じている。

‐‐

･近接する住民生活環境への影響大
｡観光査濃としての価値低下

．常時満水位以下を伐採｡流木止めより下流を対象
･常時満水位以下を全伐採

当初 約4ha

少艶麗漬撚煙
“
車

撫菫狐
583

－㎡詞P々電や種

変更

(追加
範囲）

･当初範囲に以下を追加

･流木止めより上流も対象
･常時満水位琢下を全伐採

約107ha :伐採封象

蟻 。

州i蘭蝿鵬

綴
八類ダム八

鞘鯵

塵蔓遡 夢＝
嚢11

夢｡、

畢毒 綴。
画■、 丑

唖｝

簿 圃・診課｛ン鍔。 辞土一 ■■■（当初)伐採範囲

､､曽､管-… ■■(変更)伐採範囲(追加範囲）

塁

9



｜糖査一中｜

「雨而司事業費の主な業費 主 案要因

3.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(地すべり対策等に支障となる水没橋梁の撤去))…(約11億円）

■存置を予定していた水没する既設橋梁について､地すべり等対策の検討などが進捗し､施工の支障となること
が判明したこと等により､橋梁の撤去が必要となりました。

撤去橋梁の概要

“
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早 急式林地区代轡地今

‐ 写真I上湯原楓
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浪

横壁(未固結堆積物）

､鞠&G海嘗画…h冒偲湧捧楊琶、白岩沢(地すべり）
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I
事業費の主の 増要因な増要因(案）案

一

地質条件の明嬢化等による変更
(現地地質条件の変更等による増(骨材プラントヤード基礎地盤の土質改良))…(約重億門）

骨材プラントヤードの土地造成については､現地の地山の切土土砂を盛土材として流用することとしていました
が､地山の切土に一部軟弱土が含まれていたため､土質改良が必要となりました。

3．1

■

骨材プラントヤードの土地造成
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＝

~餌琿壷宮1K
乢脳

仙
的
胴
Ⅷ
鰍

す

I鞭I鞭 骨材ブラントヤード空機 軟弱土の状態
弧Hmr

漣
＝よ夢

'一痒需
鶏

切土した土砂に軟弱な土砂が含まれており、
土砂の巡搬を可能とするため、土質改良を実
施し、盛土材に流川 腰

唾屈辱 F一

塁
一改良目標隙（コーン術数）

改良前：約200kN/m2"
畢

改良後8 M01<N/m2"'

驚需；
琴
？

(A寺A

霊冨
－句輩画面

※1土地造成において漉切な土質改良を行えば
使用可能なもの

※2土地造成においてそのまま使用可能なもの
「建設発生土利用マニュアル{より

ザ ■■ 坤

･■＝垂君

軟弱±に生石灰を混合し土質を改良

(スタビライザを用いた固化剤(生石灰;の混合状況）

断前図
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精査中

事業 主 (案（要因の ’ No.12

－

3.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(水理模型実験による減勢工の変更))…(約18億円）

灘水理模型実験により､放流水を減勢させるための構造の検討を進めた結果､減勢工構造の見直しが必要となり
ました。

○減勢工の見直し項目

’ ’見直し項目 見直し理由

1)側壁の形状 溌淵の磯定霧鬮的とし､逆流城を形成・増大させるため_側壁の形状を斜めに開いた形状とした
一一 一一一一 一

2)側壁の高さ 放流による浸食を受けない高さで、速い流速での越水を避ける高さ確保した
一一一 一一一

⑥シルの設髄 流況の安定を目的とし、強制的に跳水を発生させるためのシルを設置した
一 一 一

のブロックの設置 流況の安定を目的とし､強制的に流れのエネルギーを減勢させるブロック銭受置した
－－－ 一 一－

今
一

駒剛ダムの織上げ 流況の硬鐙巻目的とし、安定した跳水を発生させるための減勢池水位を確保するために副ダムを満上げした

1
L

’Ｉ
弧
蝿
部
Ｐ

１
１蕊－

~

ざ
』

鋤ブロックの股置型

Ｆ

６

且

溝上げ ’⑤副ダムのb-b'断面
勢シルの設置

砿

●

■ ■

’ 、

何捌壁の形状一
Ｆ

一
』

一一一二一一二．-、

べ
げ

~

、
右岸 左岸

｜

I

12



口 業費事業 の主な増要因(案）主な 要

3.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(建設副産物(脱水ケーキ)の処分))…(約16億円）

■ダム本体工事に伴い骨材製造設備及びダムサイト濁水処理設備から発生する建設副産物(脱水ケーキ)につい
ては､盛土材への利用を予定していましたが､他ダムにおいて産業廃棄物として処理する割合が高いという実績
を踏まえ､八ｼ場ダムにおいても環境基準値を超過した場合を想定し､産業廃棄物としての処分費用を計上しま
した。

脱水ケーキ
ー享一

濁水処理設備
＆

一

や
樋

精査中



一一

費の主な増要因(案）案の主 要事業

3．1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(町道工事における現地精査に伴う構造の変更))…(約8億円）

■付替町道の一部区間において､ボーリングを実施したところ､推定岩盤線の位置が想定より深かったことから、当
初計画していた補強土壁工法から､他工法(鋼製桟道橋)に変更しました。

｜’

竃 ~潅k I
－

●推定岩盤線が当初想定していた深度よりも大幅に深い位置にある
、

●補強十壁乖法の 準（盛士高20m)を超えー

諺
蕊 仮設時の斜面対策が不要I●工法変更により掘削規模が減少するため、 こなる

侭
や

“

三診誤
匿罰通陞壁聖童 匿ヨ 鋼製桟道橋

廷＝

鐸騨〆

一戸領参一琴”
ノ 町道

潭爆蕊．..．
畷／

～

構造変更箇所一-二‘
菰

"嬢

構造変更箇所一-二‘
菰

"嬢

ーー

推定岩盤
【当初】

■iイ■iイ

憲撰鍵関識
必必

＝

14
1 1

糖査一中首
胃

NC,14



■ 事業費の主な増要因(案）な 案要因

3．1地質条件の明確化等による変更
(現地地質条件の変更等による増(管理設備計画の精査による変更))．．"(約10億円）

現計画では､他ダムの事例を参考にして必要な施設を見込んでいましたが､その後､東日本大震災後に改定され
た要領等に基づき具体的な検討を行った結果､非常用発電設備や放流警報設備の追加等が必要となりました。

■

－

－

【放流警報設備】

現地調査及び吾妻川の既往洪水を踏まえた放流警報区間
の検討の結果､下流域の沿州住民や河川内利用者等に不聴
区間が生じないように警報局の箇所数が変更となりました。

【非常用発電設備】

東日本大震災での停電実績を踏まえ､停電の想定期間が3
日から7日間に変更となりました。

また､基準に基づく非常用電源設備の増強､及び必要な燃料
が確保できる設備に変更となりました。縄

や
14局一→29局

1台→2台
※当初は醤主要箇所(支川の合流点等)に放流警報設備を設置する
計画でしたが､現地調査の結果､河道沿いに公園や釣り場等の点在
が確認されたため､警報範囲を拡充しました。また､周囲に民家が
多く騒音問題が懸念される箇所への対策として､スピーカとサイレン
の併用に見直しを行いました。

~戸一事ー

I

卜
一

一

咽
塑
鈩〆 コ

ト■

竜

･詞
､

非常用発電機2台
■I■■■一

ゲート設備及びダム管理棟
に電力を供給し機能を確保

’
－－－

15
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｜精査中｜
「砺芯~1事 費業 の主な増要因(案）案要因

毒
》

一
雲

■

ワ

ー

リ

■

●

ｂ

■

Ｉ
！
■
巳
６
町
ｌ
３
９

ｂ
Ｆ
ｂ
１

3.1地質条件の明確化等による変更
(現地地質条件の変更等による増《盛土材調達の計画変更))""｡(約41億円）

流路工の盛土材は他事業からの受け入れを想定していましたが､土砂の受け入れ段階において､必要な受土
量が確保できなかったため､新たに盛土材の確保(採取､運搬)が必要となりました。

■

流路工（盛土） 。土砂採取予定箇所位置図

ﾄｰｰｰ他事業からの発生土砂の受け入れを想定

閏圖周厩
心
幽

一

施工段階において､土砂の
発生時期と受入時期等が
あえば受け入れ可能

＜〆

| (土砂弗蕊工事， ’(土砂弗鳥ｴ事）

土砂の受け入れのイメージ図

16



事業費の主費 な増要因(案）案要因

3.1地質条件の明確化等による変更
（現地地質条件の変更等による増(代替地の基盤整備内容の具体化による変更))…(約16億円）

■代替地地区の基盤整備内容が具体化したことにより、重力式擁壁の延長の増加や地質精査よる擁壁基礎の地
盤改良(置き換えエ)、盛土法先部の地盤改良(セメント改良工)が必要となりました。

|横壁(小倉)地区’

断面図
A-A'断面

① ④,い
○ 麓力式鰻壁

|横壁(東･中村)地区’
断面図
B-B･断面

③③

17
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糖査中

事業篝 増主 ）鰯 雄

’ NO｡19

3.2用地取得難航等による変更
（用地制約に伴う運搬ルート変更等による増(本体工事における用地交渉に伴う運搬経路の変更))…<約12億円）

■想定していた土砂搬出先の用地取得に時間を要したことにより､別の残土置場への運搬及び運搬路整備が必
要となりました。

－ 一 ． I－

変更項目 変更理由
線

ﾉ修一
徹

川原畑残土置蝋の変更 垂○磯土織嶬と噸鴬していた水没地内の嬬地取得に鋳澗を要し彩別の残土溝
増騨へ鰯運搬が必裟となりました．

①残土憧場【打越】
（二次盛土）土砂運搬路(蕊毅機嬢)鰯補諭 ○残土置端へ運搬するため､25tダンプに対応する讃設橋梁の補強が新たに

必要と触りました｡
fd

拝〃Z 一

【温井沢:1｡3km】

や
判

〃

z録｜ノ物
吟』

喝蕊ム
ヲ

雲 画

霊

幸

地

{~垂 ＝
〃

》
【打

I

＝

C
詮

ー

躍麗堂喫｡-．
【仮設備:2.3k

一一弓

劃,-雪公一宅窪

既股檎梁の補強(25tダンプ対応）

》
Ⅷ

P

I
■

1
一
一

初
更

当
変

「
「
、
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j
錨

再

曽込
苧
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’

’
事業費の主な増要因(案）案要因

~塵

3.2用地取得難航等による変更
（用地制約に伴う運搬ルート変更等による増(用地交渉難航に伴う裁決申請図書作成等))…(約0.5億円）

■水没地等における未取得用地について､任意協議と並行して適切な時期に収用手続きを進めるため､土地収用
法第35条に基づく立入調査(土地測量､立木調査等)、36条に基づく裁決申請図書の作成が必要となりました。

、
1

か心

、

』
こ
い
４
８
画
も
●
Ｂ
Ｅ
ｑ
ｕ
、

、
一秘

一

‐

”
ゞ
へ

９〆》

鍵
．
》

△

心

芦●竺

寺

一画ぶり

、薙似、、、．

『
‐

』

今
“

〆=壹減湾 1
1 8

1－ 竃
、

土地収用法第35条に基づく立入調査イメージ

鱒

＝

1歳皇
…

俣野臓陶

一＝ ．

P

ミ濃‐

〆ご〆
獄

'●－．・
ノ 、重転

、〆

／
’淫

ぷ

:起業地範囲
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騎査

－

１
１業費の事業 主 案要因

1洪水や大雪対応による変更(今後の洪水や大雪対応等による増)…(約13億円）

自然災害により､工事現場等の復旧が必要となった実績を踏まえ､今後の自然災害の発生を想定し､復旧費用
を計上しました。

■４
■

1
1

叩
〆

■士曜■働土砂謬Ⅷ

念

中

No.釦



｜

’

｜
’

１
１

’
事業費の主な増要因（要因 案） ’

5．1公共工事関連単価の変化等(公共工事関連単価の変化)｡…(約247億円）

■現事業費は､第4回基本計画変更時の単価(注'をもとに算定しています｡新事業費(案)については､その後､平
成25年度以降の変動を踏まえた費用を事業費に計上しています｡(注2(約158億円）

■また､平成25年度～平成27年度の傾向から､平成28年度以降の単価の変動を推定し､今後に備えるための費
用を事業費に計上しました。（約89億円）

’ ’■年度別単価上昇率(労務､浅村､機械経費等） 実線部

点線部

H28年度以降はH27年度単価

H28年度以降はH25～H27年度の傾向による推定

上170

160

150

140

130

120

110

100

90

一一実細
凡例

◆▲来■

◇△鯛ロ三三丑|難:麓：
ソ

墜…の単”
ｳi〃

実績鐘

推寵値

ムーーゴ妙子〆"÷炉.｡◇｜●“，■

今

ﾝ｝／

、 詞｢、、

Ｓ
三
Ⅱ
葛
諺
糾
吋
判
垣
珊

軌
。

一一ジゴーゴーダー歪--ダーーー一つ一つ◇ﾆﾆｰｰず安苧~扇面V、一
一

ｰ

ー~‐‐ ‐~－－~一~~一~~－‐‐".‐夛壽

奎〆哉壼冨云壼一－斤 ＝＝==ニーテヴ心｡p一幸”‐＝

／〆 皇‘今つゎ掌筆一韓鈩0Fと卓＝皇‘今つゎ掌筆一韓鈩0Fと卓＝ 必／、
一一 一 －

＝

一遍空中一一つ~=
一 勾雨

H30年度

149，6

H31年度

155．9

H24年度

100．0

H25年度

118．2

H26年度

126．9

H27年度

130.8

H28年度

1370

H29年度

143‘3一労務単価

－労務(測)蝋価 100.0 100.5 106．4 112.4 118,4 124.3 130.3 136．3

一驚材製 100.0 100.4 105.1 103.3 104.8 106.3 1078 .109.3

一機械経擬 104.7 '106.2 107.8 .109.3100‘0 100．0 103‘1 103. 1

注'蕊4回基本計画変更時の単価は､ダム検師時に算定した率成22年度単価を採用している勤
注2;平成22年度から平成24年度までは大きな蝿価の変動が生じていなかったため､平成24年度単価を雑準として騨出を行った衝21

糖査中
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事 費業 の主な増要因(案）主 案要

1公共工事関連単価の変化等(一般管理費等の改定による変更)…(約22億円）

平成27年度の国土交通省土木工事積算基準等の改定により､一般管理費等率が約20％､現場管理費率が5％、
設計業務委託等の諸経費が約5％増加しました｡平成27年度以降の工事等に改定後の積算基準を反映させた
ことによる増額が生じました。

●５
■

●

25％

幾用の熱水拙成 、工率 。･･
･

（イメージ図） ．.｡．
●

●

｜消費税等相当額し．．

一般管即萱等壷'の改定
－－11行邑旱

羅
皿
癖
弱

一
般
懐
嚇
寅
守
蛎
《
鮎
）

人材育成・確保等の必要性を踏ま

えた適正な利潤を確保するため、一
般管理贄等率が改定されました。

一

１
１

切
一

ー

ト

ト
、

'2◆
守

零。
．f・

◆の
◆●
●●
◆●
●◆心 “

一

10趣 壷
●

1健

吋童卸《エ車簸狸）

唖方◆
●

● q

◆

●
①

※l :一般砺理溌縛：工耶施工にあたる企難の継続巡燐に必謹な慨川
L

己

魂

現場管理普嘩の改定 躯唇基、4栗

工
事
原
価

皿
錘
郵
郵
癖
郵
癖
津
曄

現
堪
管
噛
費
幸
（
粍
）

垂早室

現増管理費
純
工
事
費

ｰ

一般管理讃等率の改定に伴い、

現場管理賀の外注経饗（外注する
際の一般管理喪等）についても合
わせて改定されました。

一 ■
■
■
●
●
①
旬
●
つ
●
。
●
ａ
Ｇ
Ｇ
ｐ
ゅ
■
色
●
●
■

1

10傳7”万

対裁鐘(麓工亭黄）

※2：現墳符理溌：工期施工にあたって，工邸を管理するために必襲な共通仮激溌以外の締溌 ’し 一

※l及び※2:土木工事標琳頓算韮準替（共通編）平成28年度（4月版〉より按粋22

現場管理費

共通仮設饗

直接工事費

巳一

r、 ‘.．fj､



事 費の主な増要因(案）主 要業

「
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Ｕ
Ｉ
ｔ
Ｉ

5.2消費税率の変更…(約49億円）

■現事業費は消費税5％を考慮したものでしたが､平成26年4月以降については､8％に変更しました｡また､平成
29年4月に予定されている10%への増税を踏まえ､平成29年度以降の必要額を見込みました。

消費税率の変遷(消愛税率）

平成29年4月

10%(予定）
郵
輝

－

４鐸
蝿

２
８

成平平成26年4月
8“

10％ 、

今回

消費
見込んだ

税

－－

－

平成9年4月
5％§％

平成元年4月
3鈴

5％ ‐画

｜
、
一

前回まで見

込んでいた

消費税■－
0％ 1 1 I I

昭和61年 平成3年 平成8年 平成13年平成18年平成23年平成28年～
23



資料D

精査中

ｺｽﾄ縮減策一覧表(案）

(単位:億円）

聖桧五入の凹

53

縮減内容 縮減額

1．工事の設計･施工等の見直しに係る縮減

1．1本体工事のための工事用道路の幅員等見直しによる減

1．2他事業の建設発生土を盛土材料に有効活用することによる減

▲ 7

▲ 4

▲ 3

2.調査画設計等の精度向上に係る縮減

2．1地質調査等の精度向上に伴う貯水池周辺における地すべり等の対策の減

▲ 47

▲ 47

合計
▲ 54



|I’ 精査中

縮減策 案（ ）卜ス．

ｺｽﾄ縮減の取靭組み【1/3】

1工事の設計則施工等め見直しに係る縮減
（本体工事のためぬエ事謂道路の幅員等見直し{こよる減》…(約▲4億円）

ダム本体の掘肖1残土や地すべり対策などの工事用道路において､大型ダンプ(25t及び40t)の対面通行ができる
道路拡幅を計画していましたが､施工計画を照査(実車と空車の通行区分け等)し､①橋梁補強箇所の削減､②
対面通行から交互通行へ見直し､③仮設橋梁の構造変更を実施することにより､コスト縮減を図ることとしました。
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｜鞘査中 I

ﾄ縮減縮 策＜案）コス ’

ｺｽﾄ縮減の取り組み【2/3】

2工事の設計･施工等の見直しに係る縮減
（他事業の建設発生土を盛土材料に有効活用することによる減)…(約▲3億円）

盛土材料を現場内採取で賄うこととしていましたが､関東地方整備局管内の他事業等の建設発生土を本工事現
場に搬入してもらうように他事業と調達時期等についての調整を進め､土砂採取"運搬経費等の縮減を図ることと
しました。
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’
スト縮ト 減策(案）策 案．

ｺｽﾄ縮減の取り組み【3/3】
1

1

1調査｡設計等の精度向上に係る縮減2．

’(地質調査等の精度向上に伴う貯水池周辺における地すべり等の対策の減)…(約▲47億円）

貯水池周辺の地すべり等対策において､平成21年に定められた新たな技術指針※に基づき､ダム検証時では11
箇所(うち1箇所対策済)が対策を必要とする可能性のある箇所としていました｡その後､平成25年度から専門家
の意見を聴きながら地すべり等対策の必要な調査等を進めた結果､対策箇所を6箇所(うち1箇所対策済)に限定
しました。
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『~~""~~I :ダﾑ検証時の未固結堆積物斜面対筑工を必要とする可能性がある地区
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資料E

八ツ場ダム建設事業工程表(案） 精査中 ！

1 項目 ’ 当初(第4回変更） ’ 変更(案）

| ェ期 ’工期 ’昭和42年度から平成31年度までの予定 昭和42年度から平成31年度までの予定

一：当初《第4回変更）

－：変更(案）
工程の箱査
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第4回基本計画変更後のｺｽﾄ縮減及びｺｽﾄ増額一覧表

（単位:億円）

※合計については､四捨五入の関係で一致しないことがあります。

※合計については､四捨五入の関係で一致しないことがあります．
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縮減内容 縮減額

(1)工事の設計｡施工等の見直しに係る減

①作業ヤード造成の掘削残土の搬出先を変更したことによる減

②骨材ブﾗﾝﾄヤードの盛土法尻部の擁壁を省略したことによる減

③技術提案による選択取水設備形式の変更による減

▲ 0．2

▲ 0．3

▲14．6

(2)その他

④落札差金(八ｼ場ダム本体建設工事）

○精査

▲36．1

▲ 5．4

合計(1)～(2)
※

▲56．5

増額内容 増額

(1)自然条件等に対する設計･施工計画変更に係る増

I○基礎地盤の改良の追加等による増 ’
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一
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一
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○上流二次締切の母材の採取箇所の変更等による増

○路盤の浸食防止及び粉じん防止対策の追加による増

○追加設計等･町道の構造形式変更等による増

○出水に伴う法面対策の追加による増

○施工計画の変更及び山側斜面の擦壁追加等による増

○上部工作業中の安全対策の充実等による増

○町道の設計変更に伴う床版面積の増

○施工時のアクセス路の追加による増

(2)その他

○地すべり等調査の追加による増

○発注者支援業務の充実による増

○現地踏査や関係機関調整等の結果､設計変更等による増

4．5

17．5

1.9

合計(1)～(2)※ 56.0



| NOJ |NO｡ 1ダム費におけるコスト減

(作業ヤード造成の掘削残土の搬出先変更によるコスト縮減）こよゐ．一
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作業ヤード造成の棚削残土の搬出先を変更したことによる減。
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| NO2 1N0.2ダム費におけるコスト減
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【コスト縮減となった内容】
骨材ブラントヤードの磯士法尻部の擁壁を省略することによるコスト縮減
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ダム費におけるコスト減 I M3 1N0.3

工事の設計･施工計画の変更(選択取水設備の形式変更に る減）
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| NO.4 1N0.4ダム費におけるコス}､減
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ダム費におけるコスト増 増－1

(上流二次締切の母材の採取箇所の変更等による増）
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【増減内容】

仮締切において､上流二次締切(CSG)の母材の採取箇所の変更等による増

【増額】 ［工事費｡ダム費］
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ダム費におけるｺｽﾄ増 増－2
（路盤の浸食及び粉塵防止対策の追加による増〉

F一一一一■7－7■？ q一■■

大柏木地区工事用道路におい

て､降雨による路盤の浸食対

策及び隣接する集落に対する

粉塵防止対策が必要となり、瀝
青安定処理を実施
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【増減内容】

大柏木地区工事用道路において路盤の浸食及び粉塵防止対策の追加による増

【増額】［工事費･ダム費］

Lー ノ



測量設計費"補償工事費におけるコスト増 増－3
(追加設計等"町道の構造形式変更等による増）

【関係機関調盤に
よる要因事例】

【現地精査に
よる要因事例】
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代替地の必要範囲を確保し

つつ町道を施エするため、
補強土壁から檎梁及び鋼製
桟遠へ股計変更を行った

代智地の必要範囲を砿保

しつつ町遭位置を変更す
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いて､現地精査や関係機関調整等の結果､追加設計､構造変更等による増

、
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【橋梁部】

単純非合成曲霧版桁橋
橋長L=37m､幅員5m
【鋼製桟道部】
橋長L=22m､輻員5m
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憾強土壁工
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補償工事費におけるコスー増 増－4

(出水に伴う法面対策の追加による増）
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平面図台風に伴う出水に

より国道の川側法

面が一部崩落した
ため､法面対策を
追加した
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【露出した岩盤の混食防止】
コンクリート吹付工
A=2･713m2
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I讓霊報1 [三蕊霊］
【法面の崩落防止】
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【増減内容】

付替国道横壁地区において､出水に伴う法面対策の追加による増

【コスト増の要因】
【増額】［補償工事費］
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補償工事費におけるコスト増 増－5

(施工計画の変更及び山側斜面の擁壁追加等による増）
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刷

ー 二号適畠菫
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’ 当面の安全対策として､用地制約に伴い､施工叶画の
変更及び山側斜面の擁壁追加(A琴1w430m2)により道路
を確保に菫.|蕊価側緬め醗甑卿伽臓職函

①
、

変更施エ範囲

/則デ編壼ラニ
流路工・代替地整備範囲

迂回路を設置し県道を施工

当初施工鮠囲
既存道路

当初予定迂回鶏

▼

〆
、【増減内容】

付替県道jll原湯地区において､用地制約に伴い施工計画の変更及び山側斜面の擁壁構造の追加による増

L堕雪】［補償工事費］
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補償工事費におけるコスト増 増-6
（上部工作業中の安全対策の充実等による増）
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(1簡所x4龍人）

『ー可:安全対策に関するもの口:その他
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【増減内容】

付替県道白砂川橋において､上部工施工中の安全対策の充実(非常停止装置の設置､列車見張員の配置等)等
による増。

膣額】［補償工事費］
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断面図

JR吾妻線と上部工の交差部の
離隔が203mmと小さいため､営

業錬への安全対策が必要
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補償工事費におけるコスト増 増－7
（町道の設計変更に伴う床版面積の増）
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【増減内容】
付替県道白砂川橋において､橋詰めに取り付く町道の設計変更に伴う床版面積の増

【増額】［補償工事蟹］

、 _ノ

本繊ｼﾌﾄ長確保のため､床版面積の増



補償工事費におけるコスト増 増－8

(施工時のアクセス路の追加による増）
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町道林長野原線と現道145号の取付道路により､従前利用されて
いた居宅の出入口を分断してしまうため､代替アクセス路の確保
が必要

こより､従前利用されて

"t醤アクセス路の確保

アクセス露

/一 ~、
【増減内容】

付替町道長野原地区において､関係機関調整等の結果､施工時のアクセス路の追加による増。

【増額】 ［補償工事費］
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補償工事費におけるコスト増 増－9
（基礎地盤の改良の追加等による増）
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現地糖査の結果､ボックスカルバートエ基礎地盤の設

計荷重(628～694kN/m2)を満足する深度(H=3.4~
4､3m)までの間の地盤を改良する必要が生じた
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【増減内容】

付替町道林地区において､ボックスカルバート基礎地盤の改良の追加等による増

【増額】［補侭工事費］

一ノ辿一



測量設計費におけるコス糸増 増一'。
（地すべり等調査の追加による翼スト増）
国道145号付替

亡ﾆコ 地すべり簿醗遼簡所

贈濯地区玉

調査追加数量

馳責ボーリング】
久々戸地厘o箇所

白岩沢地区17箇所

勝沼地区 9箇所

久森地区 2箇所

二社平地区 3箇所
合計 31箇所
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趣
』、 長野原地区代習地
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【地下水位観測】

久迩戸地区c箇所

白岩沢地僅4箇所

勝沼地区 5箇所

久森地区 4箇所
二社平地区 2箇所

合計 15箇所
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増減内容】

地すべり等調査において､地質構造の精度向上のため地質及び地下水の調査数量の追加による増

[測量設計費］



測量設計費･補償エ事費におけるコス器増 増－1’
（発注者支援業務の充婁による増）

、

測量設計費【増額理由】
･用地交渉の過程で多数共有地の存在が判明し､早期の用地取得のため補憧金算定､登記資料作成､相続状況確認等の業務量の増加。
，平成31年度事業完成のため事業認定申請に向け申請資料作成や､並行して地権者の方々と任意交渉を丁寧に進めるために必要となる
交渉関係貿料作成等の業務量の増加。

ノ

I用地交渉に関す愚
業務】
補償金算定の対象
物件の調査､調査

書"算定書､登記資
料の作成､相続状況
の確認等。

【用地交渉に関する
業務】

用地補償説明､用
地交渉補助等。

【事業認定申請に饅
する業務】
事業認定申請書及
びこれに関連する資
料の作成等．
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》
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補償工事費【増額理由】
･付替町道､代替地整備の調整に関する業務量(検討､設計､施工計画､工事監督等)の増加。
･要望を踏まえ､現行の代替地分譲基準の上限(基準は現況宅地面積以内など>を超える追加分譲の運用方針策定やそのための地元､関
係機関調整に関する業務量(検討､設計等)の増加。
、一一一 __-- --. -- _ _ - -- . . …. . ､ ノ
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婆

【付替町道､代替地
整備の調整に関す
る業務】
地元等説明資料の
作成等(検討､設計、
施工計画の作成等）鑑

【付替町道､代替地

整備の調整に関す
る業務】

工事検査の臨場、

工事発注関係資料
の作成､工事契約

の履行に必要な資
料の作成等。

【地元､関係機関調
整に関する業務】

代替地追加分譲の
運用方針策定やそ

のための地元､関

係機関との調整に
必要となる資料の
作成等。

､

『－－号

FIL1

＠

【説明状況(イメージ>】 【代替地地区整備】

〆 、
【増減内容】

測量設計費;生活再建関連工事や関連用地取得の進捗を図るため､発注者支援業務の充実による増
補償工事費:生活再建関連工事の進捗を図るため､発注者支援業務の充実による増

【増額】［測量設計費]、［補償工事費］LL塗』 _ノ



補償工事費におけるコスト増 増－12

(現地籍査や関係機関調整等の結果建設計変更等による増）
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○耐風制振対策の追加

設計精査の結果蕊外ケーブルの上側の計28ケーブルについて振

勘抑制のための制振装置を設置 ノ

側面図
制振装置設置箇所
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【増減内容】

付替県道八ﾂ場大橋において､現地精査や関係機関調整等の結果､設計変更等による増

【増額】［補償工事蟹］
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